
●
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

　
ジ
オ
は
地
球
と
か
大
地
を
意
味
す
る
接
頭

語
、
パ
ー
ク
は
公
園
で
す
。
日
本
語
訳
は

「
地
球
の
公
園
」
や
「
大
地
の
公
園
」
で

す
。
東
京
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や
大
阪
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
は

テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
呼
ば
れ
、
あ
る
テ
ー
マ
に

そ
っ
て
構
築
さ
れ
た
遊
園
地
で
す
。
ジ
オ
パ

ー
ク
も
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
は
同
じ

で
す
。
違
い
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
が

人
工
的
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
、
ジ
オ
パ
ー
ク
は
自
然
そ
の
も
の
を
テ
ー

マ
パ
ー
ク
に
し
た
こ
と
で
す
。
佐
渡
ジ
オ
パ

ー
ク
の
活
動
の
ひ
と
つ
に
日
本
海
や
佐
渡

島
、
金
北
山
の
で
き
か
た
を
知
る
こ
と
が
含

ま
れ
ま
す
が
、
日
本
海
、
佐
渡
島
、
金
北
山

を
人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

海
岸
や
崖
に
岩
石
や
地
層
が
露
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
観
察
す
る
と
日
本
海
、
佐
渡
島
、

金
北
山
な
ど
が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ま
る
ご
と
佐
渡

島
が
日
本
海
、
佐
渡
島
、
金
北
山
な
ど
の
生

い
立
ち
を
教
え
て
く
れ
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と

言
え
る
の
で
す
。
テ
ー
マ
は
い
ろ
い
ろ
で
こ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ジ
オ
パ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

　
ま
だ
正
式
に
決
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
図
１
は
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
の
イ
メ

ー
ジ
図
で
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
で
は
、
自

然
を
そ
の
ま
ま
に
保
護
し
、
実
物
を
現
場
で

見
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
す
。
こ
の
実
物
見

学
小
旅
行
を
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
い
ま

す
。
佐
渡
島
の
全
体
を
「
外
海
府
北
部
ジ
オ

サ
イ
ト
」
か
ら
「
小
木
半
島
ジ
オ
サ
イ
ト
」

の
10
地
域
ぐ
ら
い
に
分
け
、
こ
れ
を
ジ
オ
サ

イ
ト
と
呼
び
ま
す
。
ジ
オ
サ
イ
ト
に
は
見
学

コ
ー
ス
が
つ
く
ら
れ
て
、
説
明
看
板
が
整
備

さ
れ
ま
す
。
案
内
書
を
も
っ
て
ガ
イ
ド
さ
ん

に
案
内
し
て
も
ら
い
ま
す
。
宿
泊
施
設
や
ト

イ
レ
、
喫
茶
店
の
よ
う
な
休
憩
施
設
、
「
お

み
や
げ
」
も
必
要
で
す
。
半
分
が
勉
強
で
半

分
が
旅
行
を
楽
し
む
と
い
っ
た
感
じ
で
よ
い

で
し
ょ
う
。

小木海岸の神子岩
み  こ いわ

（図１）佐渡ジオパークのイメージ図

教育委員会社会教育課 佐渡学センター
（両津郷土博物館内）　☎23-2100　

日本海の荒波が創る雄大な海岸美に出会える島

佐渡を
「世界ジオパーク」に
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●
ジ
オ
パ
ー
ク
の
な
か
み
と
活
動

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
な
か
み
が
図
２
で
す
。
日

本
海
、
佐
渡
島
、
金
北
山
の
よ
う
な
ジ
オ
の

世
界
が
で
き
あ
が
っ
た
の
ち
、
金
北
山
に
森

林
が
で
き
、
雨
を
蓄
え
、
川
と
な
っ
て
田
畑

を
う
る
お
し
、
多
様
な
動
植
物
の
世
界
が
広

が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
「
エ
コ
の
世
界
」
も
ジ

オ
パ
ー
ク
の
な
か
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
さ
ら

に
、
秋
の
豊
穣
を
願
う
鬼
太
鼓
な
ど
の
伝
統

行
事
は
、
水
が
流
れ
て
く
る
山
々
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
ジ
オ
の
世
界
と
無
関
係
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
図
３
）
。
こ
れ
ら
「
ヒ
ト
の

世
界
」
も
ジ
オ
パ
ー
ク
の
な
か
み
で
す
。
こ

れ
ら
「
ま
る
ご
と
理
解
」
す
る
の
が
ジ
オ
パ

ー
ク
活
動
で
す
。
当
然
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
な

か
み
を
大
切
に
保
護
・
保
全
し
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
ジ
オ
パ
ー
ク
は
「
百
聞
は
一
見
」
を
大
切

に
す
る

　
本
や
テ
レ
ビ
で
も
の
ご
と
を
知
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
で
も
、
実
物
を
前
に

し
て
の
説
明
は
そ
の
時
間
的
空
間
的
ス
ケ
ー

ル
の
実
感
が
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
実
物
を

一
度
経
験
し
て
い
て
初
め
て
本
や
テ
レ
ビ
の

画
像
の
ス
ケ
ー
ル
が
無
意
識
に
わ
か
る
の
で

す
。
と
く
に
初
め
て
見
聞
き
す
る
内
容
で
は

「
百
聞
は
一
見
」
を
こ
こ
ろ
す
べ
き
で
し
ょ

う
。
こ
の
実
物
を
見
る
小
旅
行
の
た
め
の
宿

泊
施
設
、
交
通
機
関
、
案
内
所
、
説
明
施

設
、
ガ
イ
ド
さ
ん
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
必
要

で
す
。
こ
れ
ら
の
整
備
が
地
域
の
振
興
に
結

び
つ
く
の
で
す
（
図
４
、
図
５
）
。
こ
こ
で

は
市
役
所
の
観
光
関
連
の
部
署
や
観
光
関
連

諸
団
体
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
へ

の
加
盟

　
表
１
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
や
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
に
加
盟
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
、
２
０
０
点
満
点
で
採
点
さ
れ

ま
す
。
加
盟
後
、
４
年
ご
と
の
再
審
査
、
２

年
ご
と
の
国
際
会
議
で
の
活
動
報
告
が
必
要

で
す
。
こ
の
シ
ー
ト
で
注
目
さ
れ
る
こ
と

は
、
認
定
合
格
で
お
し
ま
い
な
の
で
な
く

て
、
継
続
的
な
地
域
の
人
々
の
活
動
が
重
視

さ
れ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
活
動
を
支

え
る
自
然
史
系
博
物
館
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　
佐
渡
市
で
は
、
「
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は

な
に
か
」
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
度
、
佐
渡
ジ
オ
パ
ー

ク
講
座
全
10
回
を
計
画
し
、
参
加
者
53
名
の

落
伍
な
し
で
こ
の
ほ
ど
終
了
し
ま
し
た
。
こ

の
講
座
は
実
物
主
義
を
重
視
し
、
巡
検
（
地

質
見
学
小
旅
行
）
や
実
習
を
多
く
と
り
い
れ

ま
し
た
。

　
２
月
20
日
に
は
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
な
に
か
　
―
ジ
オ

パ
ー
ク
講
座
か
ら
思
う
こ
と
―
」
を
開
催

し
、
意
見
交
換
と
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
期

待
を
討
論
し
ま
し
た
。
積
極
的
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
前
進
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
佐
渡
ジ

オ
パ
ー
ク
協
議
会
も
近
々
発
足
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
佐
渡
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
へ
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

（図３）伝統行事（図４）地質見学小旅行

（図２）ジオパークのなかみ

（図５）日本海に堆積したはじめての地層

（表１）チェックシート

ジオパークのなかみ

歴史
伝統
文化
産業

動物・植物・水・森林・・

岩石・地層・佐渡島・日本海・銀河・・

ジオパークのやること

実物をみる
ジオツーリズム

まるごと理解する
教育活動

保護・保全活動

ヒトの世界

エコの世界

ジオの世界

地域振興
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　平成23年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震。津波や火災など被害は拡大し、多くの方が犠牲となり

ました。被災された皆さまに心よりお見舞い申し上げます。

　今回の大震災で被災された方々を支援するため、義援金を受け付けています。

　皆さまのあたたかいご協力をお願いします。

 義援金詐欺にご注意ください
　「市から委託され義援金を集めに来た。」「売上金の一部を震災の義援金にする。」など義援金詐欺

が疑われる事例が新潟県内で発生しています。義援金は確かな団体を通して送るようにしてください。

　佐渡市では訪問での募金活動は一切行っておりません。不審に感じた場合は、佐渡市立消費生活セン
ターへご確認ください。また被害に遭ってしまった場合は、最寄りの交番・警察へ届けてください。

　佐渡市立消費生活センター　☎57－8143（平日）午前9時～午後4時

●新潟県：東北地方太平洋沖地震県民募金
　新潟県では、中越大震災や中越沖地震などに際し

て支援いただいたご厚情にお応えするため、義援金

を募っています。

募集期間　5月13日（金）まで

県民募金受付口座
　口座名
　　東北地方太平洋沖地震県民募金

　金融機関・口座番号
　　第四銀行県庁支店　普通預金口座　1291551

　　北越銀行県庁支店　普通預金口座　2004430

　　大光銀行新潟支店　普通預金口座　3040135

　　新潟信用金庫出来島支店　

　　　　　　　　　　　普通預金口座　1029125

　※同一銀行の本支店窓口および県内各信用金庫窓

口から新潟信用金庫の口座に振り込む場合の振

込手数料は無料です。

お問い合わせ　
　東北地方太平洋沖地震県民募金事務局

　（県庁防災局防災企画課内）

　☎025－282－1605　

●日本赤十字社：東北関東大震災義援金
　佐渡市では、日本赤十字社と連携し、義援金を受

け付けています。

受付期間　　
　9月30日（金）まで

①募金箱を設置しています
　　市役所本庁舎１階の市民相談室および社会福祉

課窓口のほか、各支所・行政サービスセンター窓

口にあります。

　※領収書が必要な場合は、窓口で申し出てください。

②義援金受付口座
　　金融機関　　　郵便局・ゆうちょ銀行
　　口座記号番号　00140－8－507
　　口座加入者名　日本赤十字社　
　　　　　　　　　東北関東大震災義援金

　※郵便局窓口での振替は手数料が免除されます。

お問い合わせ
　　市役所社会福祉課　☎63－5113

東北地方太平洋沖地震
震災被災者への支援にご協力を

市民の皆さまへ
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地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
の
促
進
を
図

る
た
め
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
補
助

に
つ
い
て
、
２
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
建
物
　

　
申
請
者
が
現
に
住
ん
で
い
る
住
宅
で
、
併

用
住
宅
の
場
合
は
住
居
部
分
が
対
象

対
象
工
事
　

　
補
助
対
象
経
費
が
20
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事

補
助
率
　

　
対
象
経
費
の
20
％
（
上
限
20
万
円
）

申
請
期
間
　

　
４
月
25
日
（
月
）
か
ら
受
付
を
開
始
し
、

先
着
順
で
予
算
枠
に
達
し
た
時
点
で
終
了

し
ま
す
。

　
（
土
、
日
、
祝
祭
日
は
除
き
ま
す
。
）

申
請
受
付
場
所
　

　
市
役
所
建
設
課
で
受
付
・
審
査
を
行
い
ま

す
。
４
月
25
日
（
月
）
〜
５
月
13
日
（
金
）

ま
で
の
間
は
、
市
役
所
第
２
庁
舎
第
６
会

議
室
（
市
役
所
隣
）
で
行
い
ま
す
。

申
請
方
法

　
書
類
は
建
設
課
、
支
所
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。
詳
細
は
３
月
25
日
付
配

布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
施
工
業
者
に
よ
る
代
理
申
請
が
可
能
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課
　
☎
63
―
５
１
１
８

　
地
域
活
動
の
支
援
を
図
る
た
め
に
、
地

域
の
集
会
施
設
の
改
修
に
要
す
る
経
費
に

対
し
、
補
助
を
し
ま
す
。

対
象
施
設 

　

　
地
域
、
集
落
や
町
内
会
が
使
用
し
て
い

る
公
民
館
分
館
、
農
山
漁
村
集
会
施
設

申
請
者 

　

　
対
象
集
会
施
設
の
所
有
者
ま
た
は
、
管
理
者

補
助
対
象
経
費

　
一
施
設
に
つ
き
10
万
円
以
上
の
修
繕
や
工
事

・
屋
根
、
外
壁
、
塗
装
、
雨
ど
い
等
の
修
繕
等

・
戸
、
ふ
す
ま
、
障
子
、
サ
ッ
シ
等
建
具

の
修
繕
等

・
床
、
天
井
、
壁
、
畳
等
の
修
繕
等

・
ト
イ
レ
、
調
理
室
、
上
下
水
道
接
続
等

の
水
ま
わ
り
の
修
繕
等

・
電
気
、
冷
暖
房
等
設
備
の
修
繕
等

・
駐
車
場
の
整
備
（
舗
装
）
、
側
溝
等
の
工
事

補
助
率
　

　
対
象
経
費
の
75
％
以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）

申
請
期
間
　

　
５
月
10
日
（
火
）
〜
５
月
31
日
（
火
）

　
緊
急
性
や
重
要
性
の
高
い
も
の
か
ら
予
算

の
範
囲
内
で
承
認
し
ま
す
。

申
請
方
法

・
認
定
申
請
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

関
係
書
類
を
添
え
て
、
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
ま
た
は
地
区
公
民
館
、
市
役
所
農

林
水
産
課
、
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
認
定
申
請
書
は
右
記
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
社
会
教
育
係

☎
27
―
４
１
８
５

市
役
所
農
林
水
産
課
　
農
業
企
画
係

☎
63
―
３
７
６
１

２
次
募
集
　
　
申
請
は
お
早
め
に
！

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を

　
　
　
　
支
援
し
ま
す

公
民
館
な
ど
の
施
設
整
備
に
補
助

両津文化会館に
授乳室ができました！
　どうぞご利用ください

　両津文化会館1階ロビー

に授乳室ができました。

　おむつ交換用のベビー

シート、ベンチソファ、

手洗いなどが設置されて

います。

〜
公
民
館
分
館
施
設
等
整
備
支
援
事
業
〜

日
時
　
４
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
　
お
い
ら
ん
道
中
ｉ
ｎ
桜
祭
り
　
イ
ベ
ン
ト
会
場

　
　
　（
羽
茂
本
郷
　
羽
茂
小
･
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
）

主
催
　
曽
我
さ
ん
母
娘
を
救
う
会

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
総
務
課
　
拉
致
被
害
者
対
策
係
　
☎
63
―
３
１
１
１
　

　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
真
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
☎
55
―
３
１
１
１

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

拉
致
被
害
者
救
出
の
署
名
活
動
を
行
い
ま
す
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☆ ボランティア登録　
　この登録制度はボランティアを募集している市民団体や施設等がボ

ランティア募集内容を市に登録し、市が取りまとめて市報・ＣＮＳ・

市ホームページにより市民へ情報をつなぐものです。※個人での登録

ではありません。

　ボランティアを募集する団体は「佐渡ボランティア情報局団体登録

申込書」を提出する必要があります。

　用紙は市役所島づくり推進課へご連絡ください。佐渡市ホームページからPDFデータがダウンロード可能です。

☆ 今月の佐渡ボランティア情報局

ほう賞授与式に出席された方々

（後列左から）臼杵教育長、本間さん、山本さん、髙野さん、

甲斐副市長（前列左から）故石瀬佳弘さんの妻・敦子さん、

髙野市長、金光議長、後藤さん

　
佐
渡
市
誕
生
の
記
念
日
で
あ
る
３
月
１
日

に
、
６
名
の
方
が
平
成
22
年
度
の
市
ほ
う
賞

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
市
の
公
職
に
長
年
従

事
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
、
市
政
の
発

展
、
文
化
の
向
上
、
そ
の
他
市
民
の
福
祉
増

進
に
寄
与
さ
れ
た
方
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　
平
成
22
年
度
　
佐
渡
市
ほ
う
賞
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

社
会
福
祉
功
労

後
藤
　
眞
砂
江
さ
ん
（
両
津
）

　
保
護
司
（
保
護
司
歴
31
年
）

  
保
健
衛
生
功
労

真
木
山
　
麓
さ
ん
（
真
野
）

　
学
校
医
（
学
校
医
歴
25
年
）

  

教
育
体
育
推
進

故
　
石
瀬
　
佳
弘
さ
ん
（
両
津
）

　
両
津
市
教
育
長
４
年
、
佐
渡
市
教
育
長
２
年

  

教
育
体
育
推
進

山
本
　
修
巳
さ
ん
（
真
野
）

　
文
化
財
保
護
審
議
委
員
歴
32
年

  

交
通
安
全
推
進

本
間
　
秋
宣
さ
ん
（
畑
野
）

　
交
通
安
全
協
会
役
員
歴
44
年

  

ト
キ
保
護
活
動

髙
野
　
毅
さ
ん
（
新
穂
）

　
長
年
に
わ
た
る
ト
キ
の
保
護
、
野
生
復
帰

に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

佐渡市ボランティア登録制度 
　　　　　　　　　　を開設します
佐渡市ボランティア登録制度 
　　　　　　　　　　を開設します

団体名 内　　容 期　日 時　間 場　所

※ボランティアを募集したい方、ボランティア情報局のボランティアに参加したい方は、

　市役所島づくり推進課　☎63－3791　まで。

さわたボランティア
ネットワーク

春の花苗づくり

ロングライド開催前の清掃

4月24日（日）

5月8日（日）

9：00
　～11：00

8：00
　～10：00

ビューさわた
温室ハウス前

河原田小学校
グラウンド集合

佐渡市ほう賞授与式
平成22年度
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市
で
は
、
「
不
法
投
棄
撲
滅
」
を
合
言

葉
と
し
て
、
各
地
区
に
不
法
投
棄
監
視
員

を
配
置
し
て
不
法
投
棄
の
監
視
活
動
や
不

法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
に
、
市
や
関
係

機
関
へ
通
報
・
報
告
を
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　
毎
年
、
新
た
に
発
見
し
た
不
法
投
棄
箇

所
の
報
告
が
監
視
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ

の
都
度
、
不
法
投
棄
監
視
員
や
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
廃
家
電
等
の
回
収
活
動

と
、
処
理
業
者
に
よ
る
大
量
に
投
棄
さ
れ

た
箇
所
の
撤
去
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
７
月
24
日
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
の
切
り
替
え
に
伴
い
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
式

テ
レ
ビ
か
ら
地
デ
ジ
対
応
の
薄
型
テ
レ
ビ

に
買
い
替
え
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵

庫
に
つ
い
て
は
、
一
般
家
電
品
等
の
廃
棄

物
と
は
違
い
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品

と
な
っ
て
お
り
、
買
い
替
え
を
す
る
時
や

不
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
購
入
し
た
店
に

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
運
搬
料
金
を
支
払

い
、
引
取
り
を
し
て
も
ら
う
か
、
郵
便
局

で
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
い
、
リ
サ
イ

ク
ル
券
と
家
電
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
み
、
運
搬
に
か
か
る
手
数
料
を
支

払
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
り
、
法
律
に
よ

り
処
罰
さ
れ
、
５
年
以
下
の
懲
役
と
１
千

万
円
以
下
の
罰
金
（
個
人
）
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
環
境
対
策
課
　

廃
棄
物
対
策
係
　
☎
63
―
３
１
１
３

私
た
ち
不
法
投
棄
監
視
員
が

　
　
不
法
投
棄
を
監
視
し
て
い
ま
す

※（
　
）内
は
、担
当
地
区

　(財)自治総合センターでは、宝

くじの普及広報を行うとともにコミュニティの健全な発展を図る

ことを目的として、様々なコミュニティ活動を助成しています。

　荒町町内会（赤泊）では、自治宝くじの助成金であるコミュニティ助

成事業の助成を受けて、お祭り用具（獅子頭、大獅子胴幕、収納箱、背

弓、胴綱、飾注連、カツラ）を整備しました。

お問い合わせ　
市役所地域振興課　

地域振興係　☎63－4152

本間英理さん
（両津）

小濱和明さん
（両津）

金田芳文さん
（両津）

池野俊男さん
（相川）

和倉宏實さん
（相川）

池田 満さん
（相川）

本間繁幸さん
（相川）

安藤卓也さん
（佐和田）

斉藤雄二さん
（佐和田）

山本満雄さん
（佐和田）

西川祐一さん
（金井）

野崎正之さん
（金井）

古藤高明さん
（新穂）

山田佐久男さん
（新穂）

長島勝利さん
（畑野）

山田惣太郎さん
（畑野）

小島昭芳さん
（真野）

金子一雄さん
（真野）

末武喜代治さん
（小木）

外山久一郎さん
（羽茂）

佐々木豊さん
（赤泊）
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   就職、退職、転職、結婚等により国民年金の加入種別が変更する場合、そのつど
届出が必要となります、お忘れなく手続きをお願いします。
　日本国内に住所がある、20歳以上60歳未満の方は国民年金に加入し保険料を納めます。
ただし60歳未満の老齢(退職)年金受給者の方は任意加入になります。

第1号被保険者　自営業・自由業・農林漁業・学生・無職等で20歳以上60歳未満の方
第2号被保険者　厚生年金や共済組合に加入している会社員や公務員などの方
第3号被保険者　会社員や公務員に扶養されている配偶者で20歳以上60歳未満の方

種 

別

こ ん な と き

年金のご相談はこちらへ   平成23年度の予約制年金相談所の開設日をお知らせします

　※　手続きには、年金手帳のほかに添付書類が必要な場合があります。届出先にご確認ください。
　※　すでに国民年金受給者の方で、住所変更が生じた場合も年金の届出が必要になります。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

20日 18日 15日 20日 17日 21日 19日 16日 21日 18日 15日 21日

21日 19日 16日 21日 18日 22日 20日 17日 22日 19日 16日 22日

佐渡中央会館 　☎57-2711
午後1時30分～4時30分

両津地区公民館 ☎27-4181
午前9時～11時20分

小木町商工会　 ☎86-2216
午前8時50分～10時50分

20歳になったとき
（厚生年金・共済組合の加入者を除く）

会社や役所に就職したとき

配偶者の扶養になったとき（婚姻等）
（配偶者が第２号被保険者の場合）

保険料を納めるのが困難なとき

学生で保険料を納めるのが困難なとき

60歳以上等任意加入するとき

任意で付加保険料を納めたいとき

氏名・住所が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

会社や役所などを退職したとき

会社を退職し、配偶者の扶養になるとき
（配偶者が第２号被保険者の場合）

氏名・住所が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

20歳になった時

配偶者が会社や役所などを退職したとき

会社や役所に就職したとき

第3号被保険者が配偶者の扶養から
はずれたとき（離婚・収入増等）

氏名・住所が変わったとき

年金手帳をなくしたとき

第１号

第1号⇒第2号

第1号⇒第3号

第1号

第2号⇒第1号

第2号⇒第3号

第2号

第3号

第3号⇒第1号

第3号⇒第2号

第3号⇒第1号

第3号

第3号

勤務する事業所

配偶者の勤務する事業所

配偶者の勤務する事業所

勤務する事業所

配偶者の勤務する事業所

勤務する事業所

配偶者の勤務する事業所

年金事務所

市役所市民生活課年金係または
各支所・行政サービスセンター国民年金担当

市役所市民生活課年金係または
各支所・行政サービスセンター国民年金担当

市役所市民生活課年金係または
各支所・行政サービスセンター国民年金担当

市役所市民生活課年金係または
各支所・行政サービスセンター国民年金担当

市役所市民生活課年金係または

各支所・行政サービスセンター

国民年金担当

種 別 届 出 先

第
１
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者

第
３
号
被
保
険
者

年金相談を受けるときは、事前に電話での予約が必要です。　※予約なしの方の受付は佐渡中央会館は午後３時、
両津地区公民館および小木町商工会は午前10時までとし、予約の方が優先となりますので、ご了承ください。

予約の連絡先　日本年金機構　新潟西年金事務所　お客様相談室 ☎０２５－２２５－３００８
　　　　　　　　　　※基礎年金番号をご用意のうえお電話ください。

月
会場・時間

こ
ん
な
と
き
に
は
、
国
民
年
金
の
届
出
を
！

お
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
市
民
生
活
課
　
年
金
係
　
☎
63
―
５
１
１
２
　

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
は
各
支
所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
国
民
年
金
担
当
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■
　
実
施
団
体
　
（
敬
称
略
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
15
日
　
山
田
第
一
部
落
（
赤
泊
）

８
月
４
日
　
相
川
花
の
会
（
相
川
）

８
月
８
日
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
相
川
京
町
町
並
み

保
存
セ
ン
タ
ー
（
相
川
）

11
月
９
日
　
腰
細
部
落
（
赤
泊
）

11
月
21
日
　
中
興
公
民
館
（
金
井
）

２
月
11
日
　
両
津
地
区
公
民
館
片
野
尾
分
館

（
両
津
）

２
月
11
日
　
羽
茂
大
崎
集
落
（
羽
茂
）

２
月
13
日
　
赤
泊
自
治
会
（
赤
泊
）

２
月
13
日
　
大
和
公
民
館
（
金
井
）

２
月
13
日
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
佐
渡
成
長
戦
略
政

策
塾
（
金
井
）

２
月
17
日
　
佐
渡
市
消
費
者
協
会
佐
和
田
支

部
（
佐
和
田
）

２
月
20
日
　
小
倉
・
長
谷
自
治
公
民
館
（
畑
野
）

２
月
20
日
　
相
川
町
商
工
会
高
千
支
部
/
高

千
・
外
海
府
総
代
会
（
相
川
）
 

２
月
26
日
　
上
山
田
公
民
館
（
羽
茂
）

３
月
６
日
　
松
ヶ
崎
地
区
連
絡
協
議
会
／
畑

野
商
工
会
松
ヶ
崎
支
部
（
畑
野
）

　
■
　
主
な
内
容

Ｑ
　
佐
渡
再
生
・
再
建
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
有
効
な
手
立
て
が
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
　
こ
れ
と
い
っ
た
秘
訣
は
な
か
な
か
難
し

い
で
す
が
、
市
民
が
本
当
に
何
を
求
め
る

の
か
、
要
望
が
き
わ
め
て
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ

な
が
ら
と
な
る
と
、
「
少
し
ず
つ
良
く
す

る
」
と
い
う
や
り
方
が
一
番
の
近
道
で

す
。
そ
う
な
る
と
、
「
変
わ
ら
な
い
」
と

い
う
不
満
が
出
て
き
て
し
ま
い
ま
す
。
佐

渡
市
の
老
齢
化
社
会
で
は
、
急
に
は
変
わ

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
皆
の
意
見
を
入

れ
な
が
ら
、
方
向
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に

行
政
運
営
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
他
所

よ
り
も
高
く
売
れ
る
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の

米
を
作
り
な
が
ら
、
６
次
産
業
で
利
益
を

得
る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
佐
渡
市
の
経
済
的
振
興
に

は
、
観
光
客
な
ど
、
外
か
ら
の
投
資
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
が
、
冬
期
間
が
ハ
ン
デ
ィ
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
土
と
同
じ
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
確
保
が
必
要
で
す
。

Ｑ
　
佐
渡
空
港
の
２
０
０
０
ｍ
化
な
ど
、
進

行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
　
昨
年
３
月
に
、
知
事
が
、
佐
渡
空
港
２

０
０
０
ｍ
化
と
県
が
中
心
に
な
っ
て
航
空

会
社
を
つ
く
っ
て
飛
行
機
を
買
う
こ
と
を

セ
ッ
ト
で
提
案
し
ま
し
た
。
県
議
会
は
こ

れ
を
否
決
し
ま
し
た
。
市
は
そ
の
間
、
相

続
人
も
含
め
て
、
増
え
た
地
権
者
か
ら
新

た
に
同
意
を
取
り
直
し
て
、
９
２
．
２
％

に
同
意
率
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
15
年
か
ら
手
続
き
が
複
雑
に
な

り
、
地
権
者
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
な

ど
の
合
意
形
成
手
続
き
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
（
Ｐ
Ｉ
）
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
同
意
い
た
だ
け
な

い
地
権
者
の
皆
様
に
も
、
そ
う
い
っ
た
Ｐ

Ｉ
を
し
て
良
い
か
お
話
し
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
９
７
．
４
％
の
皆

様
か
ら
賛
成
い
た
だ
き
、
県
に
Ｐ
Ｉ
実
施

の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
県

で
は
、
知
事
提
案
を
県
議
会
で
否
決
さ
れ

て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
も
う
少
し
時
間

を
掛
け
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

県
議
会
へ
の
請
願
に
つ
い
て
は
、
知
事
提

案
の
航
空
会
社
を
つ
く
る
こ
と
は
外
し

て
、
飛
行
場
２
０
０
０
ｍ
化
に
つ
い
て
の

み
の
も
の
は
採
択
さ
れ
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
飛
行
場
を
造
っ
て
も
、
航
空
会
社
が

無
い
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
私

た
ち
の
宿
題
で
す
。
あ
る
意
味
大
き
く
前

に
進
み
ま
し
た
が
、
先
の
長
い
話
に
な
り

ま
す
。

○
そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

　
佐
渡
観
光
や
特
産
品
の
宣
伝
方
法
／
佐
渡

汽
船
／
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設
置
／
保
育
園

民
営
化
／
漁
業
関
係
へ
の
補
助
支
援
／
農

業
政
策
と
集
落
維
持
活
動
／
高
齢
者
施
設

／
佐
渡
病
院
／
子
ど
も
手
当
の
自
治
体
負

担
／
新
総
合
体
育
館
／
路
線
バ
ス
の
サ
ー

ビ
ス
／
除
雪
の
対
応
／
ト
キ
認
証
米
／
国

営
ダ
ム
の
周
辺
整
備
／
防
災
無
線
整
備
計

画
／
有
機
肥
料
の
島
内
生
産
／
米
の
無
農

薬
栽
培

　
市
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
対
話
し
、
日
頃
か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
る
行
政
へ
の

要
望
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
の
「
市

長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会
」
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
22
年
度
に
お
い

て
、
市
内
15
団
体
、
４
８
８
人
の
方
々
か
ら
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
き
め
細
か
な
市
民
対
話
の
積
み
重
ね
を
続
け
、
市
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
会
場
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

映像を使って「環境と経済が両立する島づくり」の
佐渡市の取組みを解説

ご
意
見
ご
要
望

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
22
年
度
　
市
長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会
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相
川
地
区
の
文
化
的
景
観
調
査

　
慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）
の
金
銀
山
発

見
以
後
、
４
０
０
年
に
わ
た
り
鉱
山
の
町

と
し
て
大
き
く
発
展
し
た
相
川
地
区
の
町

並
み
や
景
観
を
守
る
た
め
に
、
佐
渡
市
で

は
今
年
度
か
ら
文
化
的
景
観
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
上
町
の
町
家
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
か

ら
戦
前
を
通
し
て
平
屋
主
体
の
町
並
み
を

も
ち
、
板
葺
か
ら
瓦
葺
へ
の
屋
根
替
え
が

あ
っ
た
も
の
の
、
ナ
ン
ド
を
持
た
な
い
１

列
型
の
平
面
構
成
お
よ
び
２
階
の
居
室
形

成
が
佐
渡
の
他
地
域
と
の
相
違
点
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
明
治
20
年
の
「
建
物
台
帳
」
お

よ
び
昭
和
４
年
の
「
家
屋
台
帳
」
に
よ
っ

て
、
下
京
町
は
大
工
町
と
比
べ
土
蔵
の
保
有

率
が
少
な
く
、
２
階
を
持
つ
町
家
が
多
い
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
上
町
と
下
町
の
境
と
な
る
段
丘

崖
に
の
み
植
生
す
る
タ
ブ
―
エ
ノ
キ
群
生
や

ク
ロ
マ
ツ
が
確
認
で
き
た
こ
と
な
ど
、
鉱
山

に
か
か
わ
っ
て
で
き
た
景
観
要
素
と
人
々
の

生
活
・
生
業
が
時
代
ご
と
に
移
り
変
わ
っ
て

き
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
貴
重
な
景
観
を
保
護
す
る

た
め
、
国
の
文
化
財
と
し
て
重
要
文
化
的
景

観
の
選
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　
文
化
的
景
観
と
は
、
地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
ま

た
は
生
業
お
よ
び
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地
の

こ
と
で
、
平
成
17
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ

り
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
文
化
財
の
保
護
制
度
で
す
。

　
佐
渡
市
世
界
遺
産
推
進
基
金
を
創
設

　
佐
渡
市
で
は
、
「
金
を
中
心
と
す
る
佐

渡
鉱
山
の
遺
産
群
」
が
世
界
遺
産
暫
定
一

覧
表
に
記
載
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
市

や
市
民
・
企
業
等
が
一
体
と
な
っ
て
世
界

遺
産
登
録
の
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組

む
た
め
、
「
佐
渡
市
世
界
遺
産
推
進
基
金
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　
基
金
は
市
が
１
億
円
を
拠
出
し
、
皆
さ

ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
佐
渡
ふ
る
さ
と
島

づ
く
り
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
」
な

ど
を
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

　
基
金
は
平
成
24
年
度
か
ら
の
運
用
を
予

定
し
て
お
り
、

主
な
事
業
と
し

て
、
文
化
的
景

観
選
定
地
区
や

予
定
地
区
内
の

町
並
み
・
石
垣

等
の
修
復
、
鉱

山
絵
巻
や
佐
渡
小
判
・
印
銀
な
ど
の
収
集
に

充
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
基
金
へ
の
寄
付
の
方
法
や
概
要
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
ご
案
内
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

黄
金
の
島
の
歴
史
を
未
来
へ

佐州金銀山之図

　佐渡市では、世界文化遺産の構成資産の

１つである相川の町並みを保護する目的

で、平成23年度から世界遺産町並み保存支

援事業を実施します。この制度は、建築後

50年以上を経過した空き家の修復や活用に

補助金を支出するものです。金銀山の歴史

とともに歩み続けた相川の歴史的建造物を

活用してみませんか？　

 相川地区　文化的景観調査　
　　 中間報告会を開催しました

　相川地区の文化的景観調査中間報

告会を、３月６日、あいかわ開発総合

センターで開催しました。

　大場修さん（京都府立大学大学院

教授）・清水重敦さん（奈良文化財研

究所　景観研究室長）の報告の後、相

川大工町から相川江戸沢町までを歩

き、現地説明会を行いました。

　鉱山と住民の生活のかかわりなど、

普段とは違う視点から相川の歴史を

考え、まちを歩きました。

相川の空き家を活用しませんか？

内部改修経費

外観修復経費

空き家購入経費

景観保存のための活動経費

空き家賃貸料

経費の1/2以内　
(上限100万円)
経費の1/2以内
(上限100万円)
経費の1/2以内　
(上限50万円)
経費の1/2以内
(上限5万円)
経費の1/2以内
(上限20万円)
経費の1/2以内　
(上限12万円)

空き家活用のための
物品購入経費

対象となる経費 補助額

詳しくは、世界遺産推進課（☎63－5136）
までお問い合わせください。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
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